議員 定数 等 検討 会 議 調 査 結果 報告 書 


平成 3 0 年 2 月 





議員 定数 等 検討 会 議 は 、 平成 29 年 2 月 定例 会 に お いて 設置 され て 以来 、 10 回 に 
わた り 、 次 回 の 一 般 選 挙 に 向け た 議員 の 総 定数 、 選 挙 区 割り 等 に つい て 調査 、 検 
討 を 行っ て きた と ころ で あり ます が 、 今 般 、 検 討 結果 が まとまっ た こと か ら 、 本 
報告 に 至っ た も の で あり ます 。 






























































本 検討 会 議 で は 、 総 定数 、 選 挙 区 の 設定 及び 選挙 区 ご と の 定数 等 に つい て 、 活 
発 な 議論 を 交わ し て まい り ま し た が 、 後 述 の と お り 、 東 日 本 大 岩 災 津波 及び 平成 
28 年 台風 第 10 号 災 害 か ら の 復興 途上 に ある 現状 に 氏 み 、 い ずれ も 現行 の と お り と 
する こと と し た と ころ で あり ます 。 

















な お 、 次 々 回 の 一 般 選 挙 に 向け た 検討 に 当たっ て は 、 和 被災 地 の 復 興 状況 及び そ 
に 伴う 人 口 動態 を 考慮 し な が ら 県 全体 の 振興 が 図ら れる よう 配慮 し 、 次 回 の 議 
aa 早期 に 検討 を 始め る こと に つい て 、 併せ て 特記 し た と ころ で あり ます 。 












































当 検討 会 議 を 閉じ る に 当たり 、 終 始 、 精 力 的 に 御 審議 、 御 協力 を いた だ いた 各 
議員 に 対し まし て 、 敬 意 を 表し ます と と も に 深く 感謝 申 し 上 げ ま す 。 














議員 定数 等 検討 会 議 座長 伊 衣 勢至 
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1 総 定数 に つい て (地方 自治 法 第 90 条 ) 


(結論 ) 
現行 の 総 定数 (48 人 ) の と お り と する 。 
(理由 ) 




















東日本 大 震 災 津波 及び 平成 28 年 台風 第 10 号 炎 害 か ら の 復興 途上 で あり 、 
彼 災 地 の 意 見 を 県 政 に 届け る 体制 を 維持 する 必要 が ある 。 


2 選挙 区 の 設定 に つい て (公職 選挙 法 第 15 条 ) 


(結論 
現行 の 選挙 区 の と お り と する 。 

(理由 ) 

・ 東日本 大 震 災 津波 及び 平成 28 年 台風 第 10 号 炎 害 か ら の 復興 途上 で あり 、 

被災 地 の 意 見 を 県 政 に 届け る 体制 を 維持 する 必要 が ある 。 
復興 途上 で 人 日 動態 が 定まら な い 中 、 選挙 区 設定 を 変更 する こと は 、 適 当 


と は 言い が た い 。 


3 選挙 区 ご と の 定数 に つい て (公職 選挙 法 第 15 条 第 8 项 ) 


(結論 

いずれ の 選挙 区 に つい て も 現行 の 定数 の と お り と する 。 
平成 27 年 国勢 調査 の 結果 に よる 人 口 に 比例 し た 配分 と し た 場合 に 1 人 減 
と な る 入 慈 選挙 区 の 定数 に つい て 、 公 職 選 挙 法 第 15 条 第 8 項 た だ し 書 の 規 

定 を 適用 し 、 1 人 増 と する 。 

上 記 と 同様 に 、 人 口 に 比例 し た 配分 と し た 場合 に 1 人 増 と な る 盛岡 選挙 区 


の 定数 に つい て 、 同 項 た だ し 書 の 規定 を 適用 し 、 1 人 減 と する 。 































































































































































































(理由 ) 
・ 東日本 大 岩 災 津波 及び 平成 28 年 台風 第 10 号 炎 害 か ら の 復興 途上 で あり 、 


彼 災 地 の 意 見 を 県 政 に 届け る 体制 を 維持 する 必要 が ある 。 
復興 途上 で 人 日 動態 が 定まら な い 中 、 選 挙 区 ご と の 定数 を 変更 する こと 


は 、 適 当 と は 言い が た い 。 




































































別表 選挙 区 ご と の 人 口 、 定 数 等 



































盛岡 297, 631 10 
宮古 88, 604 3 
大 船渡 38, 058 1 
花巻 97, 702 4 
北上 99, 391 4 
RE 39, 791 2 
遠野 28, 062 1 
ー 関 129, 451 5 
陸前 高田 25, 478 1 
釜石 48, 561 2 
二戸 40, 530 2 
八幡 平 46, 391 2 
奥州 135, 317 5 
滝沢 72, 444 3 
紫 波 60, 292 2 
九戸 31, 891 1 
計 1, 279, 594 48.000 48 48 0 48 

















※1  「 配 当 基 数 」 は 、 選 挙 区 の 人 口 を 「 議 員 一 人 当たり の 人 口 」 (1, 279, 594/48 =26, 658) 
で 割っ た 数 で ある こと 。 
※2 公職 選挙 法 第 15 条 第 8 項 た だ し 書 を 適用 






































次 々 回 の 一 般 選 挙 に 向け た 検討 に 当たっ て は 、 次 の 事項 を 踏ま え 、 検 討 を 進 


め て ほし いと の 意見 が あっ た 。 
東日本 大 震 災 津波 及び 平成 28 年 台風 第 10 呈 炎 害 か ら の 復旧 ・ 復 興 の 状況 及 
びそ れ に 伴う 人 口 動態 の 状況 を 考慮 する こと 。 
全国 の 事例 も 参考 に し つつ 、 地域 間 の 格差 是 



































正 に 努め 、 県 全体 の 振興 が 図ら 














れる よう な 視点 に 配慮 し た 検討 を 行う こと 。 
一 人 区 の あり 方 に つい て 、 引 き 続 き 検討 を 行う こと 。 
検討 期間 及び 県 民 へ の 周知 期間 を 十分 に 確保 する た め 、 次 回 の 改選 後 、 


に 検討 を 開始 する こと 。 





























早期 



































【 資 料 1】 議員 定数 等 検討 会 議 検討 経過 













































































回 主 な 議題 会 議 の 概要 等 
第 1 回 1 正副 座長 の 互選 に つい て 〇 座長 に 伊藤 勢至 議員 、 副 座長 に 千葉 
(H29. 2.27) | 2 会 議 に お いて 検討 すべ き 事 項 | 伝 議員 を 選出 
に つい て 〇 会 議 に お いて 検討 すべ き 事 項 及 び 
3 会 議 の 運営 方 法 に つい て 検討 会 議 の 運営 方 法 等 を 確認 
































〇 県 民 か ら の 意見 聴取 を 考慮 し 、 平 成 
29 年 12 月 定例 会 を 目途 に 協議 結果 を 
と り ま と め る こと を 確認 

































































































































































































































































































































































































































































第 2 回 1 議員 定数 等 の 見 直し に 係る 検 | 〇 想定 され る 検討 事項 に つい て 意見 
H29. 3.22) | 討 事項 に つい て 交換 
第 3 回 1 総 定数 に つい て 〇 総 定数 に つい て 意見 交換 
H29. 4. 18) 
第 4 回 1 総 定数 に つい て 〇 総 定数 に つい て 意見 交換 
H29. 6.13) 〇 改正 公職 選挙 法 に よる 衆議院 小 選 
挙 区 選出 議員 の 選挙 区 に つい て 確認 
第 5 回 1 総 定数 に つい て 〇 総 定数 に つい て 現行 の と お り と す 
(H29. 6.30) る こと を 確認 
第 6 回 1 選挙 区 の 設定 に つい て 〇 選挙 区 の 設定 及び 選挙 区 ご と の 定 
(H29.8.2)|2 選挙 区 ご と の 定数 配分 に つい 数 配分 に つい て 、 主 に 定数 が 一 人 と な 
で っ て いる 選挙 区 (一 人 区 ) に つい て 意 
見 交換 
第 7 回 1 選挙 区 の 設定 に つい て 〇 一 人 区 に つい て 現行 の と お り と す 
(H29.9.6)|2 選挙 区 ご と の 定数 配分 に つい る こと を 確認 
Ka 〇 盛岡 選挙 区 と 久慈 選挙 区 に お ける 
公職 選挙 法 第 15 条 第 8 項 た だ し 書 の 
適用 に つい て 意見 交換 
第 8 回 1 正副 座長 の 互選 に つい て 〇 構成 員 の 改選 に 伴い 、 座 長 に 伊藤 勢 
(H29.10.4) | 2 会 議 に お いて 検討 すべ き 事 項 至 議員 、 副 座長 に 千葉 伝 議員 を 選出 
及び これ まで の 検討 経過 に つい | 〇 検討 会 議 の 検討 経過 及び 今後 の 運 
で 営 方 法 等 を 確認 
第 9 回 1 選挙 区 の 設定 に つい て 〇 盛岡 選挙 区 と 久慈 選挙 区 の 定数 配 
(H29.10.23) | 2 選挙 区 ご と の 定数 配分 に つい 分 に つい て 、 公 職 選 挙 法 第 15 条 第 8 
て 項 た だ し 書 を 適用 する こと を 確認 

































































第 10 回 1 議員 定数 等 検討 会 議 調査 結果 | 〇 調査 結果 報告 書 ( 案 ) に つい て 一 部 

(H30. 1 .11) | 報告 書 の と り ま と め に つい て 修正 の 上 、 了 了承 され 、 文 言 の 整 理 は 座 
2 県 民 か ら の 意見 聴取 に つい て 長 に 一 任 さ れ た 

〇 県 民 か ら の 意見 聴取 は 実施 し な い 
こと と され た 














































































































【资料 2】 


現行 の 岩手 県 議会 議員 選挙 区 図 
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の 数 で ある 。 
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【资料 3】 市 町 村 別 人 口 、 現 選挙 区 別 定数 及び 各 選 挙 区 の 議員 一 人 当たり の 人 口 と その 江差 
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※ 「 較 差 」 の 欄 は 、 議 員 一 人 当たり の 人 口 2 
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小 で ある 慈 選 挙 区 を 1 と し た 場合 の 比率 で ある 。 

















v4 












































【 資 料 4】 都 道 府 県 議 会 議員 の 定数 及び 選挙 区 に 係る 関連 法令 


〇 地方 自治 法 (昭和 22 年 法律 第 67 号 ) 抜粋 


第 90 条 都 道 府 県 の 議会 の 議員 の 定数 は 、 条 例 で 定め る 。 

2 前 項 の 規定 に よる 議員 の 定数 の 変更 は 、 一 般 選 挙 の 場合 で な けれ ば 、 こ れ を 行う こと が で 
き な い 。 

3~7  ( 略 ) 

第 254 条 この 法律 に お ける 人 口 は 、 官 報 で 公示 され た 最近 の 国勢 調査 又は これ に 準ずる 全国 
的 な 人 日 調査 の 結果 に よる 人 口 に よる 。 




























































































〇 公職 選挙 法 (昭和 25 年 法律 第 100 号 ) 抜粋 


第 15 条 都 道 府 県 の 議会 の 議員 の 選挙 区 は 、 一 の 市 の 区 域 、 一 の 市 の 区 域 と 隣接 する 町 村 の 区 
域 を 合わ せ た 区 域 又は 隣接 する 町 村 の 区 域 を 合わ せ た 区 域 の いずれ か に よる こと を 基本 と 
し 、 条 例 で 定め る 。 

2 前 項 の 選挙 区 は 、 そ の 人 口 が 当該 都 道 府 県 の 人 口 を 当該 都 道 府 県 の 議会 の 議員 の 定数 を も 
つて 除 し て 得 た 数 (以下 この 条 に お いて 「 議 員 当たり の 人 口 」 と いう 。) の 半数 以上 に 
な る よう に し な けれ ば な ら な い 。 こ の 場合 に お いて 、 一 の 市 の 区 域 の 人 口 が 議員 一 人 当たり 
の 人 口 の 半数 に 達し な いと き は 、 隣 接する 他 の 市 町 村 の 区 域 と 合わ せ て 一 選挙 区 を 設け る も 
の と する 。 

3 一 の 市 の 区 域 の 人 口 が 議員 一 人 当たり の 人 口 の 半数 以上 で あつ て も 議員 一 人 当たり の 人 

口 に 達し な いと き は 、 隣 接する 他 の 市 町 村 の 区 域 と 合わ せ て 一 選挙 区 を 設け る こと が で きる 。 

4 一 の 町 村 の 区 域 の 人 口 が 議員 一 人 当たり の 人 口 の 半数 以上 で ある と き は 、 当該 町 村 の 区 域 
を も つて 一 選挙 区 と する こと が で きる 。 

5 一 の 市 町 村 (地方 自治 法 第 二 百 五 十 二 条 の 十 九 第 Aalto al ge ste Meme 
う 。) に あつ て は 、 区 (総合 区 を 含む 。 第 六 項 及び 第 九 項 に お いて 同じ 。)。 以 下 こ の 項 に お 
いて 同じ 。) の 区 域 が 以上 の 衆議院 ( 小 選挙 区 選出 ) 議員 の 選挙 区 に 属す る 区 域 に 分 か れ 
て いる 場合 に お ける 前 各 項 の 規定 の 適用 に つい て は 、 当 該 各 区 域 を 市 町 村 の 区 域 と みな すこ 
と が で きる 。 

6 市 町 村 は 、 特 に 必要 が ある と き は 、 そ の 議会 の 議員 の 選挙 に つき 、 条 例 で 選挙 区 を 設け る 
こと が で きる 。 た だ し 、 指 定 都市 に つい て は 、 区 の 区 域 を も つて 選挙 区 と する 。 

7 第 1 項 か ら 第 4 項 ま で 又は 前 項 の 規定 に より 選挙 区 を 設け る 場合 に お いて は 、 行 政 区 画 、 
衆議院 ( 小 選 挙 区 選出 ) 議員 の 選挙 区 、 地 勢 、 交 通 等 の 事情 を 総合 的 に 考慮 し て 合理 的 に 行 
わな けれ ば な ら な い 。 

8 各 選 和 挙 区 に お いて 選挙 すべ き 地 方 公共 団体 の 議会 の 議員 の 数 は 、 人 口 に 比例 し て 、 条 例 で 
定め な けれ ば な ら な い 。 た だ し 、 特 別 の 事情 が ある と き は 、 お お むね 人 口 を 基準 と し 、 地 域 
間 の 均衡 を 考慮 し て 定め る こと が で きる 。 

9 指定 都市 に 対し 第 一 項 か ら 第 三 項 まで の 規定 を 適用 する 場合 に お ける 市 の 区 域 (市 町 村 の 
区 域 に 係る も の を 含む 。) は 、 当 該 指定 都市 の 区 域 を 二 以 上 の 区 域 に 分 けた 区 域 と する 。 こ 
の 場合 に お いて 、 当 該 指定 都市 の 区 域 を 分 ける に 当 た つ て は 、 第 五 項 の 場合 を 除き 、 区 の 区 
域 を 分 制 し な いも の と する 。 

10 前 各 項 に 定め る も の の ほか 、 地 方 公共 団体 の 議会 の 議員 の 選挙 区 及び 各 選 挙 区 に お いて 選 

挙 すべ き 議 員 の 数 に 関し 必要 な 事項 は 、 政令 で 定め る 。 
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〇 県 議会 議員 の 定数 等 に 関す る 条例 (平成 14 年 3 A 29 
(議員 の 定数 ) 

第 1 条 地方 自治 法 (昭和 22 年 法律 第 67 号 ) 第 90 条 第 1 項 の 規定 に より 、 県 議会 の 議員 の 

定数 は 、48 人 と する 。 


(選挙 区 及び 各 選 挙 区 の 定数 ) 
第 2 条 公職 選挙 法 ( 








日 条例 第 37 号 ) 










































































昭和 25 年 法律 第 100 号 ) 第 15 条 第 1 項 か ら 第 4 項 ま で 及び 第 8 項 の 
区 に お いて 選挙 すべ き 議員 の 数 は 、 次 の 























規定 に 基づき 、 県 議会 議員 の 選挙 区 及び 各 選 挙 
と お り と する 。 








































































































































































































































































































【资料 5】 议员 定数 等 栓 计 


(趣旨 ) 




















会 議 の 運営 等 に 関す る 要綱 


平成 29 年 2 月 27 日 議長 決裁 





























第 1 条 この 要綱 は 、 岩 手 県 議会 会 





議 規則 (昭和 31 年 岩手 県 議会 規則 第 1 号) 第 115 条 














第 4 項 の 規定 に 基づき 、 議 員 定 数 等 検討 会 議 (以下 「 検 討 会 議 」 と いう 。) の 運営 その 


他 必 要 な 事項 を 定め る も の と する 。 
(所 掌 事 項 ) 








第 2 条 検討 会 議 の 所 堂 事 項 は 、 次 の と お り と する 。 


(1) 議員 の 定数 に 関す る こと 。 
(2) 選挙 区 の 設定 に 関す る こと 。 














(座長 及び 副 座 長 ) 











(3) 各 選 挙 区 に お いて 選挙 すべ き 議 員 の 数 に 関す る こと 。 








第 3 条 検討 会 議 に 座長 及び 副 座 長 各 1 人 を 置く 。 
2 座長 及び 副 座 長 は 、 検 討 会 議 に お いて 互選 する 。 





(定数 ) 














第 4 条 検討 会 議 は 、10 人 を も っ て 構成 する 。 
2 交渉 団体 で ある 会 派 は 、 別 に 定め る 比率 に より 割り 当て られ た 人 数 の 構成 員 を 選出 す 





る も の と する 。 
(構成 員 の 任期 ) 












































第 5 条 構成 員 は 、 所 堂 事項 が 協議 又は 調整 され て いる 間 在 任 する 。 


(i) 








第 6 条 会 議 は 、 座長 が 主宰 する 。 た だ し 、 座 長 が 主宰 する こと が で き な い と き は 





長 が その 職務 を 代理 する 。 
(公開 ) 











mat 








第 7 条 検討 会 議 は 、 原 則 と し て 公開 と する 。 た だ し 、 座長 が 必要 と 認め る と き は 、 非 公 








開 と する こと が で きる 。 
(構成 員 以 外 の 議員 ) 
第 8 条 検討 会 議 は 、 必 要 が ある と 於 















































妨 め る と き は 、 構 成員 以外 の 議員 に 出席 を 求め て 意見 











を 聞く こと が で きる 。 構成 員 以 外 の 議員 か ら 発言 の 申出 が あっ た と きも 、 ま た 、 同 様 と 








の 出席 ) 
BIR 検討 会 議 は 、 必 要 が ある と 於 



































BOD & XL, 選挙 管理 委員 会 事務 局 職員 に 出席 を 求 
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【资料 6】 議員 定数 等 検討 会 議 構成 員 名 簿 
改革 岩 手 自由 民主 クラ ブ いわ て 県 民 ク ラブ 創成 いわ て 
Of 藤 勢至 」C 千 # 伝 渡 辺 幸 B 工藤 大 輔 
4 ( ~H29. 7. 7) 加 
小野 共 hi 下 JE fa 工 藤 誠 
( ~H29. 10. 3) 飯 澤 医 (H29. 10. 23~ ) 
佐々 木 朋 和 
佐々 木 FR 光 
柳 村 = 
fe 井 せい じ 
(H29. 10. 4~ ) 
川村 伸 浩 
(H29. 10. 4~H29. 10. 22) 
佐々 木 宣 和 
(H29. 8. 1~H29. 10. 3) 
© : 座長 〇 : 副 座 长 





